
7−はびきの　2011.11.1−

日時　12 月 11 日㈰（ 雨天等中止の場合は 18 日に延期）
　　　9:15 開会式（8:40 ～ 9:05 まで選手受付）
会場　石川スポーツ公園、石川サイクルロード
対象　市内在住・在勤・在学の方
　　　（ファミリーの部は親が在勤者であれば参加可能）
申�込　市役所別館 3 階スポーツ振興課・はびきのコロセアム
　　　市民体育館
締切　11 月 24 日㈭
主�催　羽曳野市、市教育委員会、市体育協会
  　　 市スポーツ推進委員協議会、市スポーツ少年団
協賛　グンゼスポーツ株式会社
問合せ　スポーツ振興課　内線 4412

部　門 対　象　
（年齢は12月11日現在）

走行距離
男　子 女　子

1　部 高校生以上 8,000 ｍ 5,000 ｍ
2　部 30 歳以上 5,000 ｍ 3,000 ｍ
3　部 40 歳以上 5,000 ｍ 3,000 ｍ
4　部 55 歳以上 3,000 ｍ 2,000 ｍ
5　部 65 歳以上 3,000 ｍ 2,000 ｍ

中学生の部 中学生 5,000 ｍ 3,000 ｍ
小学生の部 小学 4 ～ 6 年生 2,000 ｍ 2,000 ｍ

ファミリーの部
小学生以下の子どもと、

その親
1,500 ｍ

申込用紙配布場所 住　　　所 電話番号

下開保育園 古市 1394 958-3318

軽里保育園 軽里 3 － 222 958-3338

島泉保育園 島泉 1-16-6 953-4624

はびきの保育園 はびきの 4-20-17 958-3328

向野保育園 向野 523 953-2071

高鷲保育園 南恵我之荘 2-6-22 953-3883

坂門ヶ原保育園 東阪田 264 956-6246

陽気保育園 恵我之荘 2-9-4 954-9630

誉田保育園 誉田 3-2-30 958-2525

郡戸保育園 郡戸 394-2 938-5280

高屋保育園 古市 7-4-1 957-1234

四天王寺悲田院保育園 学園前 6-1-1 956-2985

あおぞら保育園 古市 2-2-27 950-1105

ベビーハウス社協 高鷲 9-2-17 930-0240

支所 南恵我之荘 3-1-1 955-0583

子育て支援センターふるいち 古市 2-2-20 958-3308

子育て支援センターむかいの 向野 523 953-6361

ＭＯＭＯプラザ 羽曳が丘西 2-5-1 957-5553

丹治はやプラザ 樫山 251-1 937-2355

石川プラザ 古市 1541-1 950-2002

陵南の森総合センター 島泉 8-8-1 952-2751

市役所　子育て支援課 誉田 4-1-1 958-1111

平成24年度　保育園入園申し込みの案内
保�育園とは　保護者や同居の親族が、就労や病気などのために昼間お子さん

を家庭で保育できない保護者に代わって保育する施設です。

保�育園に入園できる子ども　生後 2カ月以上の就学前児童で、家庭内の保

護者（父母および 65歳未満の祖父母）が次のいずれかに該当する場合で

す。ただし、家庭で同居の親族やその他の人が児童の保育ができる場合

は入園できません。

　①家庭外労働②家庭内労働③病気や障がい等④病人の介護⑤家庭の災害

　�　上記の要件を満たし、平成 24 年 4月から平成 25 年 3月までの間に

入園を希望する人（現在空き待ち申込中の人・育児休業明けなどで上記の

期間に入園を希望する人を含む）は、申し込んでください。

申�込用紙の配布　11月7日㈪から右表の場所で配布（各施設の業務時間内）

します。

入�園受付　12月広報および申込用紙の配布時に日時・場所をお知らせします。

申�し込みに必要な書類　①入園申込書②保育に欠ける（就労等）証明書③

家庭状況確認票④児童健康問診票⑤源泉徴収票等の所得税等証明書（申

込時は必要ありませんが、翌年1～2月に提出してください）⑥母親が加

入している場合は社会保険証・雇用保険証の写し（母親が不在の世帯につ

いては主たる保育者）

入�園の決定　保育ができない程度が高いと判断される家庭から順次決定し

ます。ただし、定員に余裕がない場合は、待機となります。決定は平成

24 年 2月末に文書で通知します。

毎�月の費用　保育料・給食費・教材費・諸経費など。保育料は、申し込む児

童が属する世帯の所得税額・市民税額に基づき、市保育料徴収基準額表

により決定します。　　　　 問合せ：子育て支援課 内線1230～1233

下水道事業の財政状況をお知らせします　～平成22年度公共下水道特別会計決算より～

　下水道施設を管理運営するための費用は、雨水処理費と
汚水処理費があります。雨水処理費は税金（公費）で、汚水処
理費は下水道使用料（私費）で負担するしくみとなってい
ます。
　汚水処理費は、使った水をきれいにするための下水道管
や下水処理場の維持管理費や建設工事に要した借入金の返
済などで構成されます。　
　平成22年度は、下水（雨水・汚水）を処理するために23.1
億円かかりました。その財源は、上記の原則により雨水処理
などに要した7.8億円は税金（公費）で負担し、汚水処理に要
した15.3億円は皆さまからの下水道使用料収入9.3億円と

不足する6億円は税金（公費）で補いました。その結果、本来
100％であるべき、汚水処理費に対する下水道使用料収入
の割合（経費回収率）は、60.8％とまだまだ低い状況となっ
ております。    
　これまで、人件費の削減、施設管理の委託や低利率への借
換債等による経費削減を行なってますが、下水道の普及に
伴い汚水処理費は増加傾向にあり、財政状況は依然厳しい
状況が見込まれます。     
　今後も、下水道事業の状況をお知らせするとともに、業務
の見直し、維持管理費の削減、事業費の抑制など一層の経費
削減に努め、効率的な下水道事業運営を図ってまいります。 

　公共下水道特別会計の平成22年度決算は、歳入、歳出と
も40億4,859万円の収支ゼロで、昨年度に比べて、歳入、歳

出とも3億1,576万円の減少となりました。その主な理由は、
借入金返済や下水道建設費などの減少によるものでした。 

～下水道を管理運営するための費用と財源について「雨水公費・汚水私費の原則」～

下水道事業の財政状況をお知らせします　～平成22年度公共下水道特別会計決算より～

問合せ：下水道総務課　内線2361

１立方米の汚水処理に
187円が必要でした。

浴槽（200㍑）1杯分
38円が必要

１m

１m

１m

歳　　出
40億4,859万円

歳　　入
40億4,859万円

建設改良費
11億5,960万円

維持管理費
4億5,796万円

公債費（返済）
24億3,103万円

下水道使用料など
9億3,090万円

国庫補助金
2億2,500万円

市債（借入金）
12億9,240万円受益者負担金

6,322万円

一般会計繰入金
15億2,412万円

諸収入など
1,295万円

H22残高　約368億円
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実　　績 見　込　み

〃　見込

借入金返済

       〃　見込

借入金　　

〃　見込

借入金残高

借入金の状況（借入・返済・残高）
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汚水を処理するための経費

38円

39円15円

建設に要した
借入金の元金返済

建設に要した
借入金の利子返済

汚水を処理場まで
運ぶ費用

汚水をきれいに
する費用

その他の費用

5円

下水道使用料のゆくえ～100円の使いみち～

3円

費用負担のしくみ（受益者負担の原則）

雨水処理費など
7．8億円

支　出
23．1億円

汚水処理費
15．3億円

使用料
不足分

税金
7．8億円

収　入
23．1億円

下水道使用料
9．3億円

税金
6．0億円


